弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

            ～ 日本はリーマン・ブラザーズに大恩がある ～

            日本国が今あるのはリーマン・ブラザーズのお陰

　このタイトルに驚かれる日本人が多いだろう。しかし事実である。一九〇四年の日露戦争に勝利したのはリーマン・ブラザーズのお陰である。

　日露戦争開戦前夜、日本はとにかく世界最強のバルチック艦隊に対峙する軍艦を調達する必要に迫られていた。しかし、当時の日本の国家予算が軍事費に向けられる金を全部掻き集めても軍艦一隻も買う金はなかった。そこで明治政府は国債を発行して軍艦を買う金を海外から調達する必要があったが、まさか当時世界最強の帝政ロシアに向かって東洋の小国日本が勝てる訳がなく、アメリカでもロンドンでも誰も日本の国債（サブプライムの何十倍もハイリスクの投資不適格な日本国債）を買う人などいなかった。途方にくれた特使高橋是清にそっと近づいて来て耳元で「高橋さん、お困りでしたら、私共が用立てしましょう。」とささやいた初老のユダヤ人がいた。そのユダヤ人の名はヤコブ・シフといい、ニューヨークで商社を営むユダヤ商会の会頭だった。

　ヤコブ・シフはその後、全世界のユダヤ人に呼びかけて、明治政府が日露戦争の戦費調達のために数次にわたって発行する（トリプル・ハイリスクの）国債を次から次へと引受けて購入した。明治政府はかくして調達した資金で軍艦を調達しバルチック艦隊を撃破したのである。

　このヤコブ・シフ商会こそ、リーマン・ブラザーズの前身なのである。若し、日本がバルチック艦隊に逆に負けていたらシフ商会も紙切れとなった日本国債を大量に抱え倒産していただろう。

　昔も今もリーマンという存在は、リスクのある所に投資して来たのである。二〇〇八年になって、それが裏目に出たが、日本人はだからといってリーマンを馬鹿にしたりすると「バチが当たる」。山高ければ谷深し。唯それだけである。

　なお、現在のNew Yorkペンステーションはヤコブ・シフが寄附して建造されたもの。
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